
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Connected PLC for i-PRO OM 

Operation Manual 



 
 
 

 

製品ならびにパッケージについてのご注意
 

 

1. 本製品は日本著作権法により保護されています。ソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使

用、複製することはできません。 

2. このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、一切責任を負いかねますので、ご了承く

ださい。 

3. このソフトウェアの仕様、およびマニュアルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。 

 

商標 

 

 は、株式会社アイ・エル・シーの登録商標です。 

Windows、Windows 10、Windows 11 は Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商

標です。 

Google Chrome は Google LLC の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

i-PRO は i-PRO 株式会社の登録商標または商標です。 

その他、記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。 
 

  



 
 
 

 

改訂履歴 

 

印刷日付 マニュアル番号 改訂内容 

2025 年 11 月 GS265-A 初版作成 

2025 年 12 月 GS265-B O002 リリースに伴い、以下の機能について追記 

 

・1-1 章 i-PRO カメラ設定の事前準備を追記 

 

コントローラ監視（カメラ連携）のカメラアクションにネットワークレコーダの

コマンドアラーム送信を追加 

・1-3-4 章 手順に「コマンドアラーム送信(ＮＶＲ)」を選択した場合を追記 

・2-5 章 カメラアクションに「コマンドアラーム送信(ＮＶＲ)」、アラーム ID

を追記 

 

・1-3-2-1 章 MEMO にフレームの背景について追記 

・2-9 章 ライセンス情報画面にバージョン表示の追記 

 

以下の文言を修正 

・「基本設定」→「コントローラ基本設定」 

・「コントローラ監視」→「コントローラ監視（カメラ連携）」 

・「AI 検知動作」→「AI 検知動作（コントローラ連携）」 

・「コマンドアラーム送信」→「コマンドアラーム送信(カメラ)」 

2026 年 5 月 GS265-C 1-1 章 対応するコントローラの機種一覧を追記 

   

   

   

 

  



 
 
 

 

 

 

(ご使用前に必ずお読みください) 
 

Connected PLC for i-PRO アプリのご使用に際しては、各製品に付属して

いるマニュアルおよび付属マニュアルで紹介している関連マニュアルをよくお

読みいただくと共に、安全に対して充分に注意を払って、正しい取扱いをして

いただくようお願いいたします。 

このマニュアルで記載している安全注意事項のランクは、｢注意｣です。 

 

                         取扱いを誤った場合に、中程度の傷害や軽傷を受

ける可能性および物的損害が発生する可能性が

想定されます。 

 

なお、   注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく

可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

製品に付属しているマニュアルは必要なときに取り出して読めるように大切

に保管すると共に、必ず最終ユーザまでお届けいただくようにお願いいたしま

す。 
 

     
 

注  意 

● プログラム書込み後に Connected PLC を起動させる場合には、Connected PLC を

搭載した機器とその周辺の安全を確認してから行ってください。 

● 作成したプロジェクトデータは、Connected PLC を搭載した機器で、十分に動作確

認を行った後に、本運転に移行してください。 

● Connected PLC で実行中のプログラムの変数の値を変更するときは、十分に安全を

確認してから行ってください。不正な値を設定すると、Connected PLC を搭載した機

器が誤動作をする恐れがあります。 
  

   注  意 

● 安全上のご注意 ● 



 
 
 

 

表記について 

製品を使用する上で必要な以下の項目について記述しています。 
 

MEMO 

操作、解説、設定についての補足情報を記述しています。 

  

 
 

IMPORTANT 

製品を使用する上で、使用者が安全を確保するために取扱いに関する注意が必要な項目について記述して

います。 

操作、解説、設定についての大切な情報を記述しています。 
 

  

 

マニュアルの種類と構成 

Connected PLC for i-PRO アプリに関連するマニュアルは、下記のとおりです。 

表 1 マニュアルの種類 
 

名称 マニュアル番号 内容 

Connected PLC for i-PRO 

Install Guide 

GS263 Connected PLC for i-PRO アプリのセット

アップ方法について記載しています。 

Connected PLC for i-PRO 

OM Operation Manual(本書) 

GS265 Connected PLC for i-PRO アプリ OM の

使用方法について記載しています。 

 
各マニュアルは Connected PLC for i-PRO アプリのインストール CD 内に、PDF データとして格納されていま
す。 
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第1章 Connected PLC for i-PRO アプリ使用方法 
本章では Connected PLC for i-PRO アプリの起動方法、設定方法について記載します。 

 

1-1 対応コントローラ 
本アプリの対応する機種一覧を表 1-1 に示します。 

 

表 1-1 対応機種一覧 

CS1 シリーズ CS1G/H-CPU□□H、CS1G/H-CPU□□-V1、CS1D-CPU□□HA、CS1D-CPU□□SA、

CS1D-CPU□□P、CS1D-CPU□□H、CS1D-CPU□□S、CS1W-SCU□□-V1、 

CS1W-SCB□□-V1 

CJ1 シリーズ CJ1H-CPU□□H-R、CJ1G/H-CPU□□H、CJ1G-CPU□□P、CJ1G-CPU□□、 

CJ1M-CPU□□、CJ1W-SCU□□-V1 

CJ2 シリーズ CJ2H-CPU6□-EIP、CJ2H-CPU6□、CJ2M-CPU□□ 

CP シリーズ CP1H-X□□□□-□、CP1H-XA□□□□-□、CP1H-Y□□□□-□、CP1L-M/L□□□-

□、CP1E-E□□D□-□、CP1E-N□□D□-□ 
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1-2 i-PRO カメラ設定の事前準備 
Connected PLC for i-PRO を使用するにあたって、事前に必要な i-PRO カメラの設定について

記載します。 

 

 コマンドアラームの有効化 

Connected PLC for i-PRO から i-PRO カメラへの動作通知にはコマンドアラームを使用します。

そのため、i-PRO カメラのコマンドアラーム設定を有効にする必要があります。 

図 1-1 は i-PRO カメラのアラーム設定画面です(カメラ機種によって画面構成が異なる可能性

があります)。アラーム設定画面においてコマンドアラームの設定を「On」として受信ポート番号

を 8181 と設定してください。 

 

  図 1-1 i-PRO カメラ アラーム設定画面 

 

 

 

コマンドアラームの設定 
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 アラーム発生時の SD メモリーカード録画設定 

Connected PLC for i-PRO から i-PRO カメラへコマンドアラームを送信した際に、SD メモリー

カードに録画を行うための設定を行う必要があります。 

図 1-2 は i-PRO カメラの SD メモリーカード設定画面です(カメラ機種によって画面構成が異な

る可能性があります)。SD メモリーカード設定画面において SD メモリーカードを「使用する」設定

とし、録画時間の設定を行ってください。「プレアラーム時間」と「ポストアラーム時間」はアラーム

が発生タイミングの前後で保存する録画時間の設定となります。 

 

 

  図 1-2 i-PRO カメラ SD メモリーカード録画設定 

 

「SD メモリーカード設定へ」をクリック 

SD メモリーカード設定画面 
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 AI アプリの独自アラームの設定 

i-PRO カメラの AI アプリから Connected PLC for i-PRO への動作通知には独自アラームを使用

します。そのため、AI アプリ等から独自アラームの通知設定を行う必要があります。 

図 1-3 は i-PRO カメラの AI アプリの独自アラーム設定画面です(AI アプリの種類によって画面

構成が異なる可能性があります)。独自アラーム設定画面において独自アラーム通知の設定を

「On」として受信ポート番号を 1818 と設定してください。また、独自アラームの通知先を自カメラ

の IP アドレスとしてください。 

 

  図 1-3 i-PRO カメラ 独自アラーム設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

独自アラーム通知設定画面 

「独自アラーム通知設定へ」をクリック 
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 認証方法の確認 

Connected PLC for i-PRO から i-PRO カメラへの動作通知を行う際に i-PRO カメラの認証方法

を確認しておく必要があります。 

1. ユーザー認証の設定について 

図 1-4 は i-PRO カメラのユーザー認証設定画面です(カメラ機種によって画面構成が異な

る可能性があります)。 

Connected PLC for i-PRO は Basic 認証に対応しています。ユーザー認証が「On」の場合

は、認証方式は「Basic」を選択してください。 

ユーザー登録で登録したユーザー名とパスワードは 1-4-3-1 項で使用します。 

 

 

  図 1-4 i-PRO カメラ ユーザー認証設定画面 
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2. ホスト認証の設定について 

図 1-5 は i-PRO カメラのホスト認証設定画面です(カメラ機種によって画面構成が異なる可

能性があります)。 

ホスト認証が「On」の場合、Connected PLC for i-PRO から自 i-PRO カメラに対して送信す

るコマンドアラームを受信する必要があるため、アクセスレベルを「1.管理者」として「IP アド

レス」に自カメラの IP アドレスを設定してください。 

 

 

  図 1-5 i-PRO カメラ ホスト認証設定画面 
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1-3 Connected PLC for i-PRO アプリの起動 
Connected PLC for i-PRO アプリの起動手順は以下のとおりです。 

 

1. Windows PC と i-PRO 製カメラ を同一のネットワーク上に接続してください。 

2. Windows PC の任意のブラウザから、以下の URL にアクセスしてください。 

http://【i-PRO 製カメラの IP アドレス】 

3. 以下のようなポップアップがブラウザに表示されたら、 

i-PRO 製カメラで設定した「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、「ログイン」をクリックして

ください。 

 

  図 1-6 ログインポップアップ 

 

4. ログインが完了し、以下の画面が表示されたら、赤枠のボタンをクリックしてください。 

※画面は i-PRO 製カメラの機種によって異なります。 

 

例：本画面は WV-S7130 の場合 

 

    図 1-7 カメラ設定画面 

 

入力 

クリック 
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5. その後、表示されるメニューバーから 

[詳細設定] → [機能拡張ソフトウェア] の順にクリックしてください。 

※画面は i-PRO 製カメラの機種によって異なります。 

 

例：本画面は WV-S7130 の場合 

 

       図 1-8 カメラ設定画面 

 

6. 左側メニューから [Connected PLC] をクリックしてください。 

※画面は i-PRO 製カメラの機種によって異なります。 

 

例：本画面は WV-S7130 の場合 

 

        図 1-9 カメラ詳細設定画面 

  

最初に 

クリック 

クリック 

次に 

クリック 
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7. 別ウィンドウが立ち上がり、以下の画面が表示されれば成功です。 

 

       図 1-10 Connected PLC for i-PRO アプリ画面 
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1-4 Connected PLC for i-PRO アプリ 操作方法 
本アプリは表 1-2 の全 7 画面で構成されており、各画面で設定および操作を行うことで、コント

ローラとカメラの連携動作を実現します。 

各設定値の入力可能範囲や各画面を構成する表示部品の説明などは表の「詳細説明」列のリ

ンク先に記載されています。 

表 1-2 Connected PLC for i-PRO 画面一覧 

No. 画面名 説明 詳細 

1 
コントローラ基

本設定 
i-PRO 製カメラと連携するコントローラのネットワーク情報の設定を行います。 2-3 

2 送信先設定 
本アプリから http コマンドを送信する相手(i-PRO 製カメラや i-PRO 製ネット

ワークレコーダ等)の設定を行います。 
2-4 

3 
コントローラ監

視（カメラ連携） 

コントローラの特定のデバイス情報を読み出して、条件が合致したときに http

コマンドを送信して録画等を行います。 
2-5 

4 

AI 検 知 動 作

（コントローラ連

携） 

i-PRO製カメラのAI検知結果を受信してコントローラの特定のデバイスに書き

込みます。 
2-6 

5 モニタ機能 
コントローラ監視（カメラ連携）およびAI検知動作（コントローラ連携）画面で指

定したデバイスの現在値の確認を行います。 
2-7 

6 エラーログ エラーの発生履歴を確認します。 2-8 

7 ライセンス情報 ライセンスキーの登録等を行います。 2-9 

 

○本アプリは画面の切り替えを多く行います。画面の切り替え方法は以下をご参照ください。 

・1-4-1 アプリ画面切り替え 

 

○はじめにシステム構成に合わせて、以下の設定をしていただく必要があります。 

・1-4-2 [コントローラ基本設定]連携するコントローラのネットワーク情報の設定 

・1-4-3 [送信先設定]http コマンドを送信する機器の設定 

 

○その後ご使用方法により、以下の設定をしていただく必要があります。 

パターン：コントローラの値を監視して条件を満たしたら i-PRO 製カメラを操作したい 

→1-4-4 [コントローラ監視（カメラ連携）]http コマンドを送信する条件の設定 

 

パターン：i-PRO 製カメラの AI 検知結果を元にコントローラのデバイスを操作したい 

→1-4-5 [AI 検知動作（コントローラ連携）]AI 検知時にコントローラへ書き込む設定 

 

パターン：コントローラのデバイスの現在値を確認したい/変更したい 

→1-4-6 [モニタ機能]コントローラのデバイスの現在値を確認/変更 

 

パターン：Connected PLC for i-PRO アプリで発生したエラーを確認したい 

→1-4-7 [エラーログ]エラーの発生履歴を確認 
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パターン：Connected PLC for i-PRO アプリのライセンス情報を登録したい 

→1-4-8 [ライセンス情報]ライセンスキー情報の登録 

 

 アプリ画面切り替え 

本節では、アプリの画面切り替え方法について説明します。 

以下の図の赤枠内のいずれかのタブをクリックすることで、画面を切り替えることができます。 

 

図 1-11 共通画面説明 

  

【各画面の表示】 

タブを 

クリック 



Connected PLC for i-PRO OM Operation Manual 

第 1 章 Connected PLC for i-PRO アプリ使用方法 1-4 Connected PLC for i-PRO アプリ 操作方法 

 

1-12 

 

 [コントローラ基本設定]連携するコントローラのネットワーク情報の設定 

 連携先コントローラのデバイスのネットワーク情報設定 

本節では、Connected PLC for i-PRO アプリの「コントローラ基本設定」画面で、連携するコント

ローラのネットワーク情報の設定を行います。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「コントローラ基本設定」タブをクリックしてください。 

 

図 1-12 コントローラ基本設定 画面遷移 

  

タブを 

クリック 
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2. 赤枠内に IP アドレス、ポート番号、通信種別（TCP or UDP）を入力してください。 

 

図 1-13 コントローラ基本設定 コントローラ設定入力 

 

3. 「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-14 コントローラ基本設定 設定ボタンクリック 

  

入力 

選択 

クリック 
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 Connected PLC for i-PRO アプリでは、設定を変更すると、フレームの背景が黄色に変更されます。 

フレーム内の[設定]ボタンを押下すると、背景が灰色に変更され、設定が確定されます。 

 

・背景が黄色の場合               ・背景が灰色の場合 

 

 

設定が変更中の状態です。            設定が確定されている状態です。 

 

 

以上で、連携先コントローラの設定が完了しました。 
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 カメラ実行間隔の設定 

本節では、本アプリの制御周期（カメラ実行間隔）を設定する方法を説明します。 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「コントローラ基本設定」タブをクリックしてください。 

 

図 1-15 コントローラ基本設定 画面遷移 

2. 赤枠内に実行周期を入力してください。 

 

図 1-16 コントローラ基本設定 カメラ実行間隔入力 

  

クリック 

 

入力 
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3. 「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-17 コントローラ基本設定 設定ボタンクリック 

 

以上で、カメラの制御周期の設定が完了しました。 

  

クリック 
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 [送信先設定]http コマンドを送信する機器の設定 

 コマンド送信先の設定（本アプリ動作中のカメラを送信先とする場合） 

本節では、連携先コントローラから読み取った値が条件値を超えた場合に、本アプリを動作さ

せているカメラへコマンドを送信する設定方法を説明します。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「送信先設定」タブをクリックしてください。 

 

図 1-18 送信先設定 画面遷移 

クリック 
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2. 現在のカメラ設定に合わせて、赤枠内の Basic 認証の ON/OFF を選択してください。 

 

図 1-19 送信先設定 Basic 認証選択 

 

3. Basic 認証が ON の場合は、赤枠内にユーザー名とパスワードを入力してください。 

 

図 1-20 送信先設定 ユーザー名/パスワード入力 

  

 

 

入力 

選択 
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4. 「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-21 送信先設定 設定ボタンクリック 

 

以上で、コマンド送信先の設定（本アプリ動作中のカメラへ送信する場合）が完了しました。 

  

 
クリック 
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 コマンド送信先の設定 

本節では、連携先コントローラから読み取った値が条件を満たした場合にコマンドを送信する

送信先を設定する方法を説明します。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「送信先設定」タブをクリックしてください。 

 

図 1-22 送信先設定 画面遷移 

  

クリック 
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2. 赤枠内の「送信先名称」に任意の設定名と送信先の「IP アドレス」を入力してください。 

 

図 1-23 送信先設定 送信先名称/IP アドレス入力 

 

3. 送信先に合わせて「Basic 認証」の ON/OFF を選択してください。 

 

図 1-24 送信先設定 Basic 認証選択 

  

 

 

入力 

選択 
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4. Basic 認証が ON の場合は、送信先の機器の設定に合わせて「ユーザー名」と「パスワード」

を入力してください。 

 

図 1-25 送信先設定 ユーザー名/パスワード入力 

 

5. 「設定に追加」をクリックしてください。 

※2～4 の設定を、必要な送信先の数だけ繰り返してください。最大 8 件追加できます。 

 

図 1-26 送信先設定 設定に追加ボタンクリック 

  

 

 

入力 

クリック 
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6. 「設定に追加」をクリック後、赤枠内の「その他の送信先設定内容」に 2～4 で設定した内容

が反映されていることを確認してください。 

 

図 1-27 送信先設定 その他の送信先設定内容確認 

 

7. 内容が誤っている、または不要になった場合は「削除」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-28 送信先設定 削除ボタンクリック 

  

 

 

確認 

クリック 
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クリック後に以下のダイアログが表示されるので「OK」をクリックしてください。 

 

図 1-29 削除確認ダイアログ 

 

8. 内容が正しい場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-30 送信先設定 設定ボタンクリック 

 

 その他の送信先は最大 8 件追加できます。 

 重複した送信先名称は設定できません。重複した送信先名称を設定すると、送信先名称重複のエ

ラーが表示されます。 

 [コントローラ監視（カメラ連携）]タブでデータに送信先を設定している場合は、送信先は削除でき

ません。 

送信先の削除を行うと、送信先削除不可のエラーが表示されます。 

 

以上で、コマンド送信先の設定が完了しました。 

  

 
クリック 



Connected PLC for i-PRO OM Operation Manual 

第 1 章 Connected PLC for i-PRO アプリ使用方法 1-4 Connected PLC for i-PRO アプリ 操作方法 

 

1-25 

 

 [コントローラ監視（カメラ連携）]http コマンドを送信する条件の設定 

本節では、コマンド送信の条件を設定する方法を説明します。 

この操作を行う前に、「連携先コントローラの設定」と「コマンド送信先の設定」を完了しておく必

要があります。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「コントローラ監視（カメラ連携）」タブをクリックしてくだ

さい。 

 

図 1-31 コントローラ監視（カメラ連携） 画面遷移 

  

 
クリック 
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2. 赤枠内に任意の設定名を入力してください。 

 

図 1-32 コントローラ監視（カメラ連携） 設定名入力 

 

3. コマンド送信のトリガとするデバイス種別およびチャネル番号を入力してください。 

 

図 1-33 コントローラ監視（カメラ連携） デバイス種選択/チャネル番号入力 

 

  

 

 

入力 

 

入力 

選択 
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4. チャネル番号のデータサイズを設定してください。 

「ビット」を選択した場合は、ビット番号も合わせて入力してください。 

 

図 1-34 コントローラ監視（カメラ連携） データサイズ選択/ビット番号入力 

 

5. コマンド送信条件の条件式、条件値を設定してください。 

 

図 1-35 コントローラ監視（カメラ連携） 条件選択/条件値入力 

  

 

 

選択 入力 

（データサイズが「ワード」

の場合は不要） 

入力 

 

選択 
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6. 「コマンド送信先の設定」で設定した送信先の中から、送信対象を選択してください。 

 

図 1-36 コントローラ監視（カメラ連携） 送信先選択 

  

 

選択 
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7. コマンドの種類を以下から選択してください。 

・コマンドアラーム送信(カメラ) 

・プリセットポジション番号設定 

・コマンドアラーム送信(ＮＶＲ) 

・コマンド(手動入力) 

 

図 1-37 コントローラ監視（カメラ連携） カメラアクション選択 

  

 

選択 
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8. 「プリセットポジション番号設定」を選択した場合は、赤枠内にプリセットポジション番号を入

力してください。 

 

図 1-38 コントローラ監視（カメラ連携） プリセットポジション番号設定入力 

 

9. 「コマンドアラーム送信(ＮＶＲ)」を選択した場合は、赤枠にアラーム ID を入力してくださ

い。 

 

図 1-39 コントローラ監視（カメラ連携） アラーム ID 入力 

 

 

 

入力 

 

入力 
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10. 「コマンド(手動入力)」を選択した場合は、赤枠内にコマンドを入力してください。 

 ※コマンドの詳細は、送信先機器のコマンド仕様をご確認ください。 

 

図 1-40 コントローラ監視（カメラ連携） コマンド入力 

 

11. 「設定に追加」ボタンをクリックしてください。 

 ※2～10 の設定を、必要な送信先分繰り返してください。最大 16 件追加できます。 

 

図 1-41 コントローラ監視（カメラ連携） 設定に追加ボタンクリック 

 

 

 

クリック 

入力 
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12. 「設定に追加」ボタンをクリック後、赤枠内に 2～10 で設定した内容が反映されていることを

確認してください。 

 

図 1-42 コントローラ監視（カメラ連携） 設定内容確認 

  

 

確認 
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13. 内容が誤っている、または不要になった場合は「削除」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-43 コントローラ監視（カメラ連携） 削除ボタンクリック 

 

クリック後に以下のダイアログが表示されるので「OK」をクリックしてください。 

 

図 1-44 削除確認ダイアログ 

  

 
クリック 
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14. 内容が正しい場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-45 コントローラ監視（カメラ連携） 設定ボタンクリック 

 

 設定データは最大 16 件追加できます。 

 設定名を除くすべての項目が重複した設定データは追加できません。重複した設定データを追加

すると、設定データ重複のエラーが表示されます。 

 送信先が未設定の状態で、設定データを追加しようとすると、送信先未設定のエラーが表示されま

す。[送信先設定]タブで送信先を設定してください。「1-4-3-1 コマンド送信先の設定（本アプリ動

作中のカメラを送信先とする場合）」、「1-4-3-2 コマンド送信先の設定」参照。 

 送信先がカメラの場合、カメラアクションで「コマンドアラーム送信(ＮＶＲ)」を設定しても、送信先で

受け付けられません。 

 送信先がネットワークレコーダの場合、カメラアクションで「コマンドアラーム送信(カメラ)」を設定し

ても、送信先で受け付けられません。 

 

以上で、コマンド送信条件の設定が完了しました。 

  

 
クリック 
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【動作確認手順】 

1. 連携先コントローラのデバイス値を、設定した条件に合うように変更します。 

2. 設定した送信先へコマンドが送信されていれば、動作確認は完了です。 

 

【動作確認例】 

以下は、本アプリを動作させているカメラに対して、連携先コントローラの CIO1 デバイスが 1 に

なったときにコマンドアラーム送信(カメラ)が行われることを確認する例です。 

 

1. 以下の設定で連携先コントローラの設定を行います。 

表 1-3 コントローラ基本設定 入力例 

設定項目 入力情報 

IP アドレス 192.168.1.39 

ポート番号 9600 

通信種別 TCP 

※詳細な手順は「1-4-2[コントローラ基本設定]連携するコントローラのネットワーク情報の

設定」を参照してください。 

 

2. 以下の設定でコマンド送信先の設定を行います。 

表 1-4 送信先設定 入力例 

設定項目 入力情報 

IP アドレス 192.168.1.10 

Basic 認証 OFF 

※詳細な手順は「1-4-3[送信先設定]http コマンドを送信する機器の設定」を参照してくだ

さい。 
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3. 以下の設定でコマンド送信の条件設定を行います。 

表 1-5 コントローラ監視（カメラ連携） 入力例 

設定項目 入力情報 

デバイス種別 CIO 

チャネル番号 1 

データサイズ ビット 

ビット番号 0 

条件 = 

条件値 1 

※詳細な手順は「1-4-4「[コントローラ監視（カメラ連携）]http コマンドを送信する条件の設

定」を参照してください。 

 

4. Connected PLC for i-PRO アプリで「モニタ機能」タブをクリックしてください。 

 

図 1-46 モニタ機能 画面遷移 

 

 
クリック 
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5. 「現在値変更」ボタンをクリックしてください。

 

図 1-47 モニタ機能 現在値変更クリック 

  

 
クリック 



Connected PLC for i-PRO OM Operation Manual 

第 1 章 Connected PLC for i-PRO アプリ使用方法 1-4 Connected PLC for i-PRO アプリ 操作方法 

 

1-38 

 

6. 条件を満たすように赤枠の「現在値」テキストボックスに値を入力し、「実行」ボタンをクリック

してください。 

 

図 1-48 モニタ機能 現在値入力/実行クリック 

 

7. カメラのストリーミングを確認し、右下に「Command alarm」という表示があれば動作確認は

完了です。 

 

図 1-49 コマンドアラーム受信確認 

  

  

次に 

クリック 

最初に

入力 
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 [AI 検知動作（コントローラ連携）]AI 検知時にコントローラへ書き込む設定 

本節では、カメラが AI 解析により異常を検知した際に、コントローラへ値を書き込む設定方法を

説明します。 

※AI 検知を行った際に自カメラに対して、独自アラームを送信する設定を行ってください。 

詳細な手順は「1-2-3AI アプリの独自アラームの設定」を参照してください。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「AI 検知動作（コントローラ連携）」タブをクリックしてく

ださい。 

 

図 1-50 AI 検知動作（コントローラ連携） 画面遷移 

  

 

クリック 
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2. 赤枠内に任意の設定名を入力してください。 

 

図 1-51 AI 検知動作（コントローラ連携） 設定名入力 

 

3. カメラが AI 検知した際にコントローラへ書き込むデバイス種別およびチャネル番号を入力

してください。 

 

図 1-52 AI 検知動作（コントローラ連携） デバイス種別/チャネル番号入力 

  

 

 

入力 

入力 選択 
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1. チャネル番号のデータサイズを設定してください。 

「ビット」を選択した場合は、ビット番号も合わせて入力してください。 

 

 

図 1-53 AI 検知動作（コントローラ連携） データサイズ選択/ビット番号入力 

 

2. 書き込み値を入力してください。 

 

図 1-54 AI 検知動作（コントローラ連携） 書き込み値入力 

  

 

 

選択 

入力 

 

入力 

（データサイズが「ワード」

の場合は不要） 



Connected PLC for i-PRO OM Operation Manual 

第 1 章 Connected PLC for i-PRO アプリ使用方法 1-4 Connected PLC for i-PRO アプリ 操作方法 

 

1-42 

 

3. 「設定に追加」ボタンをクリックしてください。 

※2～6 の設定を、必要な分繰り返してください。最大 16 件追加できます。 

 

図 1-55 AI 検知動作（コントローラ連携） 設定に追加ボタンクリック 

 

4. 「設定に追加」ボタンをクリック後、赤枠内に設定内容が反映されていることを確認してくだ

さい。 

 

図 1-56 AI 検知動作（コントローラ連携） 設定内容確認 

  

 

 

確認 

入力 
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5. 内容が誤っている、または不要になった場合は「削除」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-57 AI 検知動作（コントローラ連携） 削除ボタンクリック 

 

クリック後に以下のダイアログが表示されるので「OK」をクリックしてください。 

 

図 1-58 削除確認ダイアログ 

  

 クリック 
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6. 内容が正しい場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-59 AI 検知動作（コントローラ連携） 設定ボタンクリック 

 

 設定データは最大 16 件追加できます。 

 設定名を除くすべての項目が重複した設定データは追加できません。重複した設定データを追加

すると、設定データ重複のエラーが表示されます。 

 

以上で、AI 検知時にコントローラへ値を書き込む設定が完了しました。 

 

 

  

 

クリック 



Connected PLC for i-PRO OM Operation Manual 

第 1 章 Connected PLC for i-PRO アプリ使用方法 1-4 Connected PLC for i-PRO アプリ 操作方法 

 

1-45 

 

【動作確認手順】 

1. カメラで AI 検知を行います。 

2. 連携先コントローラのデバイスに、設定した値が反映されていれば、動作確認は完了で

す。 

 

【動作確認例】 

以下は、本アプリを動作させているカメラで AI 検知を行い、 

連携先コントローラの WR0 デバイスが 1 になることを確認する例です。 

 

1. 以下の設定で連携先コントローラの設定を行います。 

表 1-6 コントローラ基本設定 入力例 

設定項目 入力情報 

IP アドレス 192.168.1.39 

ポート番号 9600 

通信種別 TCP 

※詳細な手順は「1-4-2[コントローラ基本設定]連携するコントローラのネットワーク情報の

設定」を参照してください。 

 

2. 以下の設定でコマンド送信先の設定を行います。 

表 1-7 送信先設定 入力例 

設定項目 入力情報 

IP アドレス 192.168.1.10 

Basic 認証 OFF 

※詳細な手順は「1-4-3[送信先設定]http コマンドを送信する機器の設定」を参照してくだ

さい。 
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3. 以下の設定で、AI 検知時にコントローラへ値を書き込む設定を行います。 

表 1-8 AI 検知動作（コントローラ連携） 入力内容 

設定項目 入力情報 

書き込みデバイス種別 WR 

チャネル番号 0 

データサイズ ビット 

ビット番号 0 

書き込み値 1 

※詳細な手順は「1-4-5[AI 検知動作（コントローラ連携）]AI 検知時にコントローラへ書き

込む設定」を参照してください。 
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4. 以下の図のように、カメラで AI 検知を行います。 

 

図 1-60 人検知確認 

 

5. Connected PLC for i-PRO アプリで「モニタ機能」タブをクリックしてください。 

 

図 1-61 モニタ機能 画面遷移 

  

 
クリック 
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6. 指定したデバイスの現在値が 3 で設定した書き込み値になっているか確認できたら動作

確認は完了です。 

 

図 1-62 モニタ機能 現在値確認 

 

   

 

確認 
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 [モニタ機能]コントローラのデバイスの現在値を確認/変更 

本節では、連携先コントローラの現在値の確認および変更方法を説明します。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「モニタ機能」タブをクリックしてください。 

 

図 1-63 モニタ機能 画面遷移 

  

 
クリック 
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2. 赤枠内に「[コントローラ監視（カメラ連携）]httpコマンドを送信する条件の設定」および「[AI

検知動作（コントローラ連携）]AI 検知時にコントローラへ書き込む設定」で登録した設定名、

デバイス種別・チャネル番号・データサイズ・ビット番号・現在値が表示されます。 

 

図 1-64 モニタ機能 モニタデータ確認 

 

3. 現在値を変更する場合は「現在値変更」をクリックし、赤枠内に変更後の値を入力してくだ

さい。 

 

図 1-65 モニタ機能 現在値変更クリック/現在値入力 

 

 

  

クリック 
入力 

確認 
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4. 変更をキャンセルする場合は「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-66 モニタ機能 キャンセルボタンクリック 

 

5. 変更内容を確認後、問題がなければ「実行」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-67 モニタ機能 実行ボタンクリック 

 

以上で、連携先コントローラの現在値確認および変更操作の説明を終了します。 

 

 

 

クリック 

クリック 
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 [エラーログ]エラーの発生履歴を確認 

本節では、本アプリが出力したエラーログの確認方法を説明します。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「エラーログ」タブをクリックしてください。 

 

図 1-68 エラーログ 画面遷移 

  

クリック 
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2. 赤枠内に、発生したエラーが一覧で表示されていることを確認してください。 

 

図 1-69 エラーログ エラー確認 

 

3. より古いエラーを確認する場合は、「次ページ」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-70 エラーログ 次ページクリック 

  

 

確認 

 

クリック 
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4. 前のページに戻る場合は、「前ページ」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-71 エラーログ 前ページクリック 

 

以上で、エラーログの確認方法の説明を終了します。 

 

 

  

 

クリック 
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 [ライセンス情報]ライセンスキー情報の登録 

本節では、本アプリのライセンス情報の設定方法を説明します。 

 

1. Connected PLC for i-PRO アプリで「ライセンス情報」タブをクリックしてください。 

 

図 1-72 ライセンス情報 画面遷移 

  

 

クリック 
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2. 赤枠内にライセンス情報を入力してください。 

 

図 1-73 ライセンス情報 ライセンスキー入力 

 

3. 「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

図 1-74 ライセンス情報 設定ボタンクリック 

  

 

【ライセンスキー文字列】 

入力 

xx:xx:xx:xx:xx:xx 

O002-00 

 

クリック 

【ライセンスキー文字列】 

xx:xx:xx:xx:xx:xx 

O002-00 
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4. 入力内容が正しい場合は、成功を示すダイアログが表示されます。 

 

図 1-75 ライセンス登録成功ダイアログ 

 

 

以上で、ライセンス情報の設定方法の説明を終了します。 
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第2章 Connected PLC for i-PRO アプリ 画面詳細説明 
2-1 画面共通部説明 

Connected PLC for i-PRO アプリの全画面に共通する部分を説明します。 

画面の表示を図 2-1 に各画面部品の説明を表 2-1 に記載します。 

 

図 2-1 全画面共通部 表示 

 

表 2-1 画面共通 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 画面遷移タブ 各画面名が表示されたタブを押下することによって画面遷移します。 

2 実行間隔表示 現在のカメラの実行間隔が表示されます。 

3 ステータス表示 
現在のステータスが表示されます 

ステータスの詳細は 2-11 ステータス一覧参照 

 

  

各画面の表示 

2 

3 

1 
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2-2 Connected PLC for i-PRO アプリ 画面一覧 
Connected PLC for i-PRO アプリは以下の全 7 画面で構成されます。 

 

表 2-2 Connected PLC for i-PRO アプリ 画面一覧 

No. 画面名 説明 詳細 

1 
コントローラ基

本設定 
i-PRO 製カメラと連携するコントローラのネットワーク情報の設定を行います。 2-3 

2 送信先設定 
本アプリから http コマンドを送信する相手(i-PRO 製カメラや i-PRO 製ネット

ワークレコーダ等)の設定を行います。 
2-4 

3 
コントローラ監

視（カメラ連携） 

コントローラの特定のデバイス情報を読み出して、条件が合致したときに http

コマンドを送信して録画等を行います。 
2-5 

4 

AI 検 知 動 作

（コントローラ連

携） 

i-PRO製カメラのAI検知結果を受信してコントローラの特定のデバイスに書き

込みます。 
2-6 

5 モニタ機能 
コントローラ監視（カメラ連携）およびAI検知動作（コントローラ連携）画面で指

定したデバイスの現在値の確認を行います。 
2-7 

6 エラーログ エラーの発生履歴を確認します。 2-8 

7 ライセンス情報 ライセンスキーの登録等を行います。 2-9 
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2-3 コントローラ基本設定画面 
本画面の表示を図 2-2 に各画面部品の説明を表 2-3 に記載します。 

 

図 2-2 コントローラ基本設定画面 表示 

 

表 2-3 コントローラ基本設定画面 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 
[IP アドレス] 

テキストボックス 

連携先のコントローラの IP アドレスを入力するテキストボックス 

以下の IP アドレスのフォーマットで入力可能 

0～255. 0～255. 0～255. 0～255 

2 
[ポート番号] 

テキストボックス 

連携先のコントローラのポート番号を入力するテキストボックス 

0～65535 の間で入力可能 

3 
[通信種別] 

プルダウン 

連携先のコントローラとの通信種別を選択するプルダウン 

TCP と UDP が選択できる 

4 
[設定]ボタン 

(コントローラ設定) 
[1]～[3]の設定を反映するボタン 

5 
[実行間隔] 

テキストボックス 

カメラの制御周期を入力するテキストボックス 

50～1000 が入力可能 

6 
[設定]ボタン 

(カメラ実行間隔) 
[5]の設定を反映するボタン 

 

  

1 2 

3 4 

5 6 
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2-4 送信先設定画面 
本画面の表示を図 2-3 に各画面部品の説明を表 2-4 に記載します。 

 

図 2-3 送信先設定画面 表示 

 

表 2-4 送信先設定画面 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 

[送信先名称] 

テキストボックス 

（マイカメラ） 

送信先の名称が表示されるテキストボックス 

My Camera で固定されておりユーザーでは設定できない 

2 

[IP アドレス] 

テキストボックス 

(マイカメラ） 

i-PRO 製カメラで設定した IP アドレスが表示されるテキストボックス 

固定されておりユーザーでは設定できない 

3 
[Basic 認証]プルダウン 

(マイカメラ） 

カメラとの接続に Basic 認証を用いるかを設定をするプルダウン 

ON と OFF が選択できる 

4 

[ユーザー名] 

テキストボックス 

(マイカメラ） 

i-PRO 製カメラで設定したユーザー名を入力するテキストボックス 

※「“」、「&」、「:」、「;」、「\」は入力できません。 

※Basic 認証を ON にした場合のみ有効 

5 

[パスワード] 

テキストボックス 

(マイカメラ） 

i-PRO 製カメラで設定したパスワードを入力するテキストボックス 

※「“」、「&」は入力できません。※Basic 認証を ON にした場合のみ

有効 

6 
[設定]ボタン 

(マイカメラ） 
[1]～[5]の設定を反映するボタン 

1 
2 3 

4 5 6 

8 9 10 11 12 

13 

15 

7 

14 
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7 
[送信先名称] 

テキストボックス 

送信先の名称を入力するテキストボックス 

最大半角 20 文字まで入力可能 

8 
[IP アドレス] 

テキストボックス 

i-PRO 製カメラで設定した IP アドレスを入力するテキストボックス 

以下の IP アドレスのフォーマットで入力可能 

0～255. 0～255. 0～255. 0～255 

9 [Basic 認証]プルダウン カメラとの接続に Basic 認証を用いるかを設定するプルダウン 

10 [ユーザー名]テキストボックス 

i-PRO 製カメラで設定したユーザー名を入力するテキストボックス 

※「“」、「&」、「:」、「;」、「\」は入力できません。 

※Basic 認証を ON にした場合のみ有効 

11 
[パスワード] 

テキストボックス 

i-PRO 製カメラで設定したパスワードを入力するテキストボックス 

※「“」、「&」は入力できません。※Basic 認証を ON にした場合のみ

有効 

12 [設定に追加]ボタン [7]～[11]で設定した内容を[13]へ反映するボタン 

13 
[その他送信先設定 

内容一覧]リスト 
[7]～[11]で設定した内容が表示されるリスト 

14 [削除]ボタン [7]～[11]で設定した内容を削除するボタン 

15 [設定]ボタン [13]に表示されている内容を反映するボタン 
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2-5 コントローラ監視（カメラ連携）画面 
本画面の表示を図 2-4 に各画面部品の説明を表 2-5 に記載します。 

 

図 2-4 コントローラ監視（カメラ連携）画面 表示 

 

 

表 2-5 コントローラ監視（カメラ連携）画面 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 
[設定名] 

テキストボックス 

設定の名称を入力するテキストボックス 

最大半角 20 文字まで入力可能 

2 
[読み出しデバイス種別] 

プルダウン 

監視対象のデバイスの種別を選択するプルダウン 

選択できるデバイス種は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参照 

3 
[チャネル番号] 

テキストボックス 

監視先のチャネル番号を入力するテキストボックス 

入力可能チャネル番号は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参照 

4 [データサイズ]プルダウン 

デバイスのデータサイズを設定するプルダウン 

データサイズは以下から選択できる 

・ビット 

・ワード 

5 
[ビット番号] 

テキストボックス 

デバイスのビット番号を入力するテキストボックス 

データサイズがビットの時に入力可、ワードの時は入力不可となる 

0～15 で入力可能 

16 

6 7 1 2 8 3 4 

10 11 

14 

15 

9 

13 

5 

12 
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6 [条件]プルダウン 

指定したデバイスの値と条件値の比較条件を設定するプルダウン 

指定できる条件は以下の通り 

= != > >= < <= 
 

7 [条件値]テキストボックス 
指定したデバイスの値と比較する値を設定するテキストボックス 

設定できる値は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参照 

8 [送信先]プルダウン 条件を満たした場合にコマンドの送信先を設定するプルダウン 

9 
[カメラアクション] 

プルダウン 

カメラアクションを選択するプルダウン 

アクションは以下から選択できる 

・コマンドアラーム送信(カメラ) 

・プリセットポジション番号設定 

・コマンドアラーム送信(ＮＶＲ) 

・コマンド(手動入力) 

10 
[コマンド入力欄] 

テキストボックス 

カメラアクションでコマンド（手動入力）を選択した場合に有効になる

テキストボックス 

URL 全体で 262 文字まで入力可能 

URL 全体：http://nnn.nnn.nnn.nnn+本テキストボックスで入力した

値 

※nnn.nnn.nnn.nnn は送信先の IP アドレス 

 

11 
[プリセットポジション番号] 

テキストボックス 

カメラアクションでプリセットポジション番号設定を選択した場合に

有効になる 

1～256 で入力可能 

12 
[アラーム ID] 

テキストボックス 

カメラアクションでコマンドアラーム送信(ＮＶＲ)を選択した場合に有

効になる 

1～128 で入力可能 

13 [設定に追加]ボタン [1]～[12]で設定した内容を[14]に反映させるボタン 

14 [設定内容]リスト [1]～[12]で設定した内容が表示されるリスト 

15 [削除]ボタン [1]～[12]で設定した内容を削除するボタン 

16 [設定]ボタン [14]に表示されている内容を反映するボタン 
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2-6 AI 検知動作（コントローラ連携）画面 
本画面の表示を図 2-5 に各画面部品の説明を表 2-6 に記載します。 

 

 

図 2-5 AI 検知動作（コントローラ連携）画面 表示 

 

表 2-6 AI 検知動作（コントローラ連携）画面 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 [設定名]テキストボックス 
設定の名称を入力するテキストボックス 

最大半角 20 文字まで入力可能 

2 
[書き込みデバイス種別] 

プルダウン 

AI 検知時に書き込むデバイスの種類を選択するリスト 

選択できるデバイス種は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参照 

3 
[チャネル番号] 

テキストボックス 

AI 検知時に書き込むチャネル番号を入力するテキストボックス 

選択できるチャネル番号は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参

照 

4 [データサイズ]プルダウン 

AI 検知時に書き込むデバイスのデータサイズを設定するプルダウ

ン 

・ビット 

・ワード 

5 
[ビット番号] 

テキストボックス 

AI 検知時に書き込むデバイスのビット番号を入力するテキストボッ

クス 

選択できる書き込める値は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参

照 

1 2 
3 4 5 6 

7 

9 

8 

10 
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6 
[書き込み値] 

テキストボックス 

AI 検知時に書き込むデバイスの値を入力するテキストボックス 

選択できる書き込める値は「表 2-10 扱えるデバイス一覧と値」参

照 

7 [設定に追加]ボタン [1]～[6]で設定した内容を[8]に反映させるボタン 

8 [設定内容]リスト [1]～[6]で設定した内容が表示されるリスト 

9 [削除]ボタン [1]～[6]で設定した内容を削除するボタン 

10 [設定]ボタン [8]で表示されている内容で設定を確定するボタン 
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2-7 モニタ機能画面 
本画面の表示を図 2-6 に各画面部品の説明を表 2-7 に記載します。 

 

 

図 2-6 モニタ機能画面 表示 

 

表 2-7 モニタ機能画面 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 [モニタデータ]リスト 

「コントローラ監視（カメラ連携）」画面、「AI 検知動作（コントローラ連

携）」画面で設定した内容が表示される 

最大 32 件まで表示される 

2 [現在値変更]ボタン デバイスの現在値を変更できるようにするボタン 

3 
[現在値表示/入力] 

テキストボックス 

デバイスの現在値を表示し「現在値変更ボタン」によって入力がで

きるようになるテキストボックス 

4 [キャンセル]ボタン 

「現在値変更ボタン」によって入力ができるようになるボタン 

「現在値表示/入力テキストボックス」の入力を破棄し、本画面を開

いた状態に戻る 

5 [実行]ボタン 

「現在値変更ボタン」によって入力ができるようになるボタン 

「現在値表示/入力テキストボックス」の内容でデバイスへ書き込み

を行う 

 

1 

2 

3 

4 

5 
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2-8 エラーログ画面 
本画面の表示を図 2-7 に各画面部品の説明を表 2-8 に記載します。 

 

図 2-7 エラーログ画面 表示 

 

表 2-8 エラーログ画面 表示部品説明 

No. 表示要素 説明 

1 [エラーログ]リスト 

エラーログを表示するリスト 

日時情報でソートされ降順で表示する 

1 ページあたり 100 件まで表示され、 

最大 10 ページ分保存される 

2 [前ページ]ボタン 
エラーログリストの前ページ切替ボタン 

前ページがない場合は操作不可となる 

3 [次ページ]ボタン 
エラーログリストのページ切替ボタン 

次ページがない場合は操作不可となる 

 

  

1 

2 
3 
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2-9 ライセンス情報画面 
本画面の表示を図 2-8 に各画面部品の説明を表 2-9 に記載します。 

 

図 2-8 ライセンス情報画面 表示 

 

表 2-9 ライセンス情報画面 表示部品 

No. 表示要素 設定可能な値 

1 
[ライセンス登録状態] 

ラベル 

ライセンスの登録状態が表示されるラベル 

以下が表示される 

・ライセンス未登録時：「試用期間：nn 日」 

・ライセンス登録済み：「運用可能」 

・試用期間切れ：「期限切れ」 

2 
[MAC アドレス] 

ラベル 
マイカメラの MAC アドレスが表示されるラベル 

3 
[ライセンス登録用] 

テキストボックス 

キーコード文字列を入力するテキストボックス 

※半角英数、「+」、「/」、「=」のみ入力可能 

4 [設定]ボタン 

[ライセンス登録用テキストボックス]で入力した内容でライセンス登

録を行うボタン 

※登録成否は登録処理後に表示されるダイアログの内容で通知す

る 

5 
[バージョン] 

ラベル 
バージョンが表示されるラベル 

 

3 

4 

1 
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2 
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2-10 Connected PLC for i-PRO で扱えるデバイス一覧と値 
 

表 2-10 扱えるデバイス一覧と値 

デバイス名 チャネル番号範囲 データサイズ 

CIO 0～6143 1bit,16bit 

WR 0～511 1bit,16bit 

HR 0～11535 1bit,16bit 

TIM 0～4095 1bit,16bit 

CNT 0～4095 1bit,16bit 

DM 0～32767 1bit,16bit 

 

 

2-11 ステータス一覧 
画面共通部に表示されるステータス一覧を以下表に示します。 

ステータスの説明などは「2-12 エラー一覧」を参照してください。 

 

表 2-11 ステータス一覧 

ステータス一覧 

コントローラと接続ができません/ IP アドレス等のネットワーク設定、ケーブル接続等を確認してください 

コントローラから読み出しができません/読み出しデバイス名/番号を確認してください 

コントローラへ書き込みができません/書き込みデバイス名/番号を確認してください 

http 送信先機器と接続ができません/ IP アドレス等のネットワーク設定、ケーブル接続等を確認してください 

http コマンドの実行に失敗しました/送信内容を確認してください 

http 送信先機器との認証に失敗しました/認証情報を確認してください 
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2-12 エラー一覧 
「エラーログ」画面に表示されるエラー内容の一覧を表示します。 

 

表 2-12 エラー一覧 

エラー名称 説明 

コントローラと接続ができません 

コントローラとの通信ができないときに発生 

コントローラとのネットワーク設定、ケーブルの接続などを再確認

することが必要 

コントローラから読み出しができません 

コントローラから指定のデバイスが読み出せないときに発生 

指定のデバイスやデバイス番号が読み出せる状態にあるか再確

認が必要 

コントローラへ書き込みができません 

コントローラの指定のデバイスへ書き込みが行えないときに発生 

指定のデバイスやデバイス番号へ書き込みができる状態にあるか

再確認が必要 

http 送信先機器と接続ができません 

http コマンドの送信先と通信ができないときに発生 

http コマンドの送信先とのネットワーク設定、ケーブルの接続など

を再確認することが必要 

http コマンドの実行に失敗しました 
http コマンドの送信先へのコマンド送信が失敗した時に発生 

送信するコマンドの内容を再確認することが必要 

http 送信先機器との認証に失敗しました 

http コマンドの送信先へのコマンドの送信が認証機能によって失

敗したときに発生 

http コマンドの送信先の認証情報を再確認することが必要 

 

 



   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品の適用について 

・ 本製品は人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目

的として設計・製造されたものではありません。 

・ 本製品を、乗用移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力用、電力用、海底中継用の機器あるいは

システムなど、特殊用途への適用をご検討の際には、当社の営業窓口までご照会ください。 

・ 本製品は厳重な品質管理の下に製造しておりますが、本製品の故障により重大な事故または損失

の発生が予測される設備への適用に際しては、安全装置を設置してください。 



   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 アイ・エル・シー 

デザインセンター(HDC：Hiroshima Design Center) 

住所: 〒732-0824 

 広島市南区的場町1丁目3番6号 広島的場ビル9F 

TEL: 082-262-7700      FAX : 082-263-4411 

URL: https://www.ilc.co.jp 

INTAconnection(インタコネクション)テクニカルセンター 

TEL: 082-262-7799      FAX: 082-263-4411 

E-mail: fa@ilc.co.jp 

 

 

 本書および、本ソフトウエアの内容は、製品改良のため予告なしに変更することがあります。 
 本書の内容の一部、または全部を無断転写することを禁止します。 
 パソコン、ディスプレイ、プリンタ、記憶装置などの機器および Connected PLCを組み込んだ機器

などに関しての故障については、当社は、一切の責任を負いません。異常があった場合は、各々の

メーカにご相談ください。 
 本書および、本ソフトウエアの内容には、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がございまし

たらご連絡ください。 
 本書によって、工業所有権その他の利益の実施に対する保証、または実施権を許諾するものではあ

りません。また本書の記載内容の使用により起因する工業所有権上の諸問題については、当社は一

切の責任を負うことができません。 
 記載されている他社製品は各社の商標または登録商標です。 
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